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2020年東京オリンピック・パラリンピック
山武市はスリランカのホストタウン、キャンプ地です。
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　第62回こども県展（千葉日報社主催）が開催され、県内の小中学校682校、10万9122点の応募作品のうち、
市内小中学校から5人の方が特別賞を受賞しました。

第62回こども県展特別賞受賞

長
は
谷
せ
川
がわ
　直
なお
輝
き
くん（南郷小２年）

審査委員長賞
「リクガメってかっこいい」

油
ゆ
橋
はし
　拓
たく
見
み
くん（大富小1年）

千葉日報社長賞
「びっくりシャワー」

綿
わた
貫
ぬき
　美

み
透
と
さん（山武南中１年）

県造形教育部会長賞
「校舎」

杉
すぎ
山
やま
　亨
きょう
くん（山武中２年）

県造形教育部会長賞
「山武市グリーンタワー」

野
の
呂
ろ
　渚

な
月
つき
さん（成東中３年）

県中学校長会長賞
「片貝漁港」

軽可搬ポンプ操法を披露した女性部

佐瀨団長による訓示

消防活動に活躍された方々が表彰されました



3 広報さんむ
2018.2月

　　

千
葉
県
知
事
表
彰

功
労
章
（
7
人
）

本
部
付
分
団
長�

小お

川が
わ　

敏と
し

文ふ
み

第
１
分
団
長�

旭あ
さ
ひ　

　
浩ひ

ろ

通み
つ

班
長�

小お

川が
わ　

　
剛た

け
し（

５-

１
）

団
員�

佐さ

久く

間ま

俊し
ゅ
ん

一い
ち（
2-

5
）

団
員�

依よ

田だ　
卓た

く

爾じ

（
2-

6
）

団
員�

奴ぬ

賀か　
義よ

し

浩ひ
ろ（

10-

2
）

団
員�

布ふ

施せ　
豊と

よ

和か
ず（

12-

3
）

精
勤
章（
16
人
）

班
長�

佐さ

久く

間ま

亮り
ょ
う

一い
ち（
1-

2
）

班
長�

若わ
か

海う
み　
正ま

さ

樹き

（
4-

7
）

団
員�

佐さ

瀬せ　
正ま

さ

洋ひ
ろ（
2-

7
）

団
員�
長は

谷せ

川が
わ

強つ
よ

志し

（
4-

4
）

団
員�
伊い

藤と
う

日ひ

出で

男お

（
5-

3
）

団
員�
齊さ

い

藤と
う　

　
勉つ

と
む（
6-

1
）

団
員�

伊い

藤と
う　

　
誠ま

こ
と（
6-

3
）

団
員�

吉よ
し

田だ　
照し

ょ
う

栄え
い（
8-

2
）

団
員�

並な
み

木き　
紀の

り

幸ゆ
き（
8-
3
）

団
員�

飯い
い

髙だ
か　

三み
つ

広ひ
ろ（
9-
1
）

団
員�

久く

保ぼ

田た

芳よ
し

充み
つ（

11-
2
）

団
員�

太お
お

田た　
謙け

ん

一い
ち（

12-

2
）

団
員�

秋あ
き

葉ば　
芳よ

し

宏ひ
ろ（
12-

3
）

団
員�

増ま
す

田だ　
兼け

ん

一い
ち（
13-

3
）

東
消
防
署
山
武
分
署

消
防
司
令
補�

川か
わ
島し
ま　
正ま
さ
己き

東
消
防
署

消
防
司
令
補�

北き
た

見み　
　
健け

ん

千
葉
県
防
災
危
機
管
理
部
長
表
彰

千
葉
県
防
災
危
機
管
理
部
長
章
（
14
人
）

第
２
分
団
長�

土つ
ち

屋や　
貴た

か

文ふ
み

第
５
分
団
長�

友と
も

國く
に　

　
孝た

か
し

第
13
副
分
団
長�

椎し
い

名な　
　
剛た

け
し

部
長�

髙た
か

田だ　
　
剛つ

よ
し（
3-

4
）

部
長�

伊い

藤と
う　

隆た
か

政ま
さ（
4-

6
）

部
長�

鈴す
ず

木き　
悠ゆ

う

介す
け（
6-

2
）

部
長�

遠え
ん

藤ど
う　

弘ひ
ろ

仁ひ
と（
8-

1
）

部
長�

加か

藤と
う　

文ふ
み

章あ
き（

11-

1
）

班
長�

石い
し

橋ば
し　
純じ

ゅ
ん

一い
ち（
1-

3
）

班
長�

市い
ち

原は
ら　
裕ひ

ろ

康や
す（
2-

4
）

班
長�

布ふ

施せ　
雅ま

さ

史ひ
と（
3-

1
）

班
長�

宇う

佐さ

美み

一か
ず

敏と
し（
4-

3
）

班
長�

伊い

藤と
う　

健け
ん

一い
ち（
5-

3
）

東
消
防
署

消
防
副
士
長�

大お
お

塚つ
か　
史ふ

み

洋ひ
ろ

公
益
財
団
法
人
千
葉
県
消
防
協
会
長
表
彰

功
労
章（
4
人
）

本
部
付
分
団
長�

今い
ま

井い　
秀ひ

で

人と

第
１
副
分
団
長�

相あ
い

葉ば　
宏ひ

ろ

幸ゆ
き

第
８
副
分
団
長�

綿わ
た

貫ぬ
き　
秀ひ

で

司じ

東
消
防
署

消
防
司
令
補�

鬼き

島じ
ま　

善よ
し

久ひ
さ

精
勤
章
（
９
人
）

部
長�

小こ

安や
す　

　
貴た

か
し（
1-

1
）

部
長�
齋さ

い

藤と
う　

博ひ
ろ

和か
ず（
4-

4
）

部
長�
齋さ

い

藤と
う　
一か

ず

人ひ
と（
4-

7
）

部
長�
押お

し

尾お　
光み

つ

博ひ
ろ（
10-

1
）

班
長�

櫻さ
く
ら

田だ　
紘ひ

ろ

士し

（
3-

3
）

班
長�

北き
た

原は
ら　

伸の
ぶ

浩ひ
ろ（
8-

3
）

班
長�

菱ひ
し

木ぎ　
孝た

か

純よ
し（
9-
1
）

班
長�

土つ
ち

屋や　
秀ひ

で

明あ
き（
12-
1
）

班
長�

早は
や

野の　
英ひ

で

一か
ず（
13-

4
）

公
益
財
団
法
人
千
葉
県
消
防
協
会
山
武
支
部
長
表
彰

功
労
章
（
5
人
）

班
長�

藤ふ
じ

平ひ
ら　
正ま

さ

臣お
み（
２-

５
）

団
員�

田た

中な
か　

道み
ち

敏と
し（

２-

７
）

団
員�

佐さ

々さ

木き

武た
け

史し

（
３-

２
）

団
員�

髙た
か

野の　
正ま

さ

智と
も（

６-

２
）

東
消
防
署

消
防
司
令
補�

小こ

林ば
や
し　

充み
つ

典の
り

精
勤
章
（
9
人
）

部
長�

浅あ
さ

野の　
雅ま

さ

義よ
し（
１-

２
）

部
長�

小お

川が
わ　

洋よ
う

市い
ち（

２-

７
）

部
長�

谷や

上が
み　

照て
る

昌ま
さ（

３-

３
）

部
長�

吉よ
し

井い　
崇た

か

晃あ
き（

５-

１
）

部
長�

安や
す

田だ　
　
隆た

か
し（
５-

２
）

部
長�

芦あ
し

川か
わ　
　
昇の

ぼ
る（
６-

３
）

部
長�

石い
し

橋ば
し　

祐ゆ
う

介す
け（

９-

２
）

部
長�

大お
お

俵た
わ
ら　

正ま
さ

紀き

（
12-

１
）

東
消
防
署

消
防
副
士
長�

伊い

藤と
う　

光こ
う

志じ

山
武
市
長
表
彰
（
15
人
）

部
長�

牛う
し

込ご
め　
寛ひ

ろ

和か
ず（
2-

1
）

部
長�

大お
お

和わ

久く

恭や
す

弘ひ
ろ（
2-

2
）

部
長�

椙す
ぎ

山や
ま　

大だ
い

輔す
け（
2-

3
）

部
長�

竹た
け

内う
ち　

宗む
ね

信の
ぶ（
2-

4
）

部
長�

仲な
か

村む
ら　

英ひ
で

夫お

（
3-

1
）

部
長�

齋さ
い

藤と
う　
正ま

さ

人と

（
4-

2
）

部
長�

高た
か

嶋し
ま　
一か

ず

也や

（
8-

3
）

部
長�

北き
た

田だ　
祐ゆ

う

司じ

（
10-

3
）

部
長�

磯い
そ

野の　
誠せ

い

一い
ち（

11-

3
）

部
長�

藤ふ
じ

﨑さ
き　

仁ま
さ

道み
ち（

13-

3
）

部
長�

小こ

池い
け　
義よ

し

昭あ
き（
13-

4
）

班
長�

石い
し

田だ　
一か

ず

範の
り（
4-

1
）

班
長�

今い
ま

関ぜ
き　
　
真ま

こ
と（
4-

5
）

班
長�
向こ

う

後ご　
信の

ぶ

光み
つ（
7-

1
）

班
長�

北き
た

田だ　
拓た

く

也や

（
13-

1
）

山
武
市
消
防
団
長
表
彰
（
16
人
）

部
長�

川か
わ

面つ
ら　

雅ま
さ

典の
り（
1-

3
）

部
長�

土つ
ち

屋や　
　
久ひ

さ
し（
2-

5
）

部
長�

宇う

津つ

木ぎ　
隆た

か
し（
3-

2
）

部
長�

並な
み

木き　
淳あ

つ

史し

（
7-

2
）

部
長�

佐さ

久く

間ま　
裕ゆ

た
か（
8-

2
）

部
長�

加か

瀬せ　
悟さ

と

史し

（
9-

1
）

部
長�

栗く
り

田た　
伊い

織お
り（

11-

2
）

部
長�

地ぢ

布ふ

久く

拓た
く

也や

（
12-

2
）

部
長�

並な
み

木き　
秀ひ

で

幸ゆ
き（

12-

3
）

部
長�

渡わ
た

邉な
べ　
友と

も

和か
ず（
13-

2
）

班
長�

今い
ま

関ぜ
き　
光み

つ

貴た
か（
1-

2
）

班
長�

浅あ
さ

沼ぬ
ま　

武た
け

志し

（
4-

1
）

班
長�

青あ
お

木き　
智と

も

幸ゆ
き（
5-

1
）

班
長�

加か

藤と
う　

崇た
か

人と

（
6-

1
）

班
長�

小お

川が
わ　

千ち

秋あ
き（
9-

2
）

班
長�

関せ
き

芳よ
し　
克か

つ

禎よ
し（
10-

2
）

優
良
部
特
別
表
彰

第
４
分
団
第
２
部（
本
須
賀
岡
）

第
２
分
団
第
１
部（
姫
島
・
根

蔵
・
昭
和
・
宮
前
）

平成30年山武市消防出初式平成30年山武市消防出初式
新春恒例の消防出初式が、1月 8日に蓮沼スポーツプラザ運
動広場において挙行されました。
佐瀨団長以下消防団員 451 人と東消防署・山武分署の消防署
員が参加し、多くの来賓が出席する中、式典が執り行われまし
た。表彰式では、消防活動に永年活躍された 95 人と２団体が
表彰されました。また、発足３年目となる女性部は軽可搬ポン
プ操法を披露しました。

受章者〈敬称略、順不同〉　（　）内は、部名



蓮沼庁舎跡地に蓮沼交流センターがオープンします。この施設は、公
民館、健康増進室、地域活性化のためのイベントスペース、クッキング
スタジオ等で構成する津波避難のための機能を備えた複合施設です。
当日は、オープニングイベントを開催します。詳しくは、広報さんむ３
月号でお知らせします。
T　企画政策課　☎0475（80）1131
※現在蓮沼保健センターで行っている部屋の貸し出し・健康増進室の利用は２
月28日で終了し、３月11日以降は蓮沼交流センター内の施設が利用できます。
T　成東中央公民館　☎0475（82）3641
　　健康支援課　　　☎0475（80）1173

匝瑳市八日市場ドームで開催
された第34回千葉県スポーツ推
進委員研究大会において、千葉
県スポーツ推進委員功労者表彰
が行われ、山武市では、周

す

東
とう

博
ひろ

之
ゆき

さん（上横地）が表彰を受けま
した。� （12月10日）

文部科学大臣表彰

蓮沼交流センターが３月11日にオープン

日韓青少年交流が高円宮賞を受賞

千葉県スポーツ推進委員
功労者表彰

※イラストは完成イメージです

交流センター

イベントスペース

多目的スタジオ

トレーニング室
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みどりみ子ども教室（山武市放課後子ども教室：緑海
小）が、平成29年度「地域学校協働」推進に係る文部科学
大臣表彰を受賞しました。
みどりみ子ども教室は、平成18年から12年間の長きに

わたり地域ボランティアの協力により子どもの居場所づ
くりや、健全育成活動など、子育てを支援してきました。
これらの活動が、地域全体で未来を担う子どもたちの

成長を支え、地域住民等の参画を得て効果的な運営がさ
れていると認められこの度の受賞となりました。（12月７日）

鳴浜小学校と同校の姉妹校である韓国の半月初等学校
が、一般財団法人高円宮記念日韓交流基金の青少年の草
の根交流を支援する顕彰事業において、高円宮賞を受賞
しました。
韓国語を用いた日常的な校内放送・挨拶など、取り組

みに独自な工夫があり、２７年という長期に亘って途絶え
ることなく交流している点が評価されこの度の受賞とな
りました。
� （12月13日）


